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　Lennox－Gastaut症候群，　West症候群などの症侯性全般
てんかんにおいては睡眠中のREM睡眠の著明な減少が知
られているが、その要因は器質的な脳障害、特に脳幹の睡
眠機構の障害が推定されている。しかしながら、発作の直
接的影響についての小児てんかんにおける研究はきわめて
少ない。今回私達は睡眠中のてんかん発作の頻度及び発作
型とREM睡眠の関係について検討したので報告する。
　対象は自然睡眠から自然覚醒まで終夜睡士民記録を施行し
得た37例：甲唄性全般てんかん16名（平均6，　9才）、
症侯性部分てんかん12名（平均7，2才）、特発性全般て
んかん9名（平均8．1才）。
結果：37例の終夜睡眠記録中、症侯性全般てんかん
8名、導管性部分てんかん2名、特発性全般てんかん2名
に頻回のてんかん発作が見られた。記録された発作は、痙
攣性癩痛発作では主に短い強直性痙攣、二次性強直性間代
性痙攣、部分運動発作、ミオクロニー発作であり、非攣性
癩痛発作では開眼発作や呼吸が停止する発作であった。症
候性全般てんかんにおいて実際に発作が出現した8例の平
均％REMは11，4％と著しい低下を認めたが、発作の見ら
れなかった8例の％REMの平均は21，5％と比較的正常に
保たれていた。症候性部分てんかんでは発作の認められた
3例の平均％REMは12，1％と低下を認めたが、発作の見
られなかった9例の％REMの平均は19，9％であった。特
発性てんかんでは、全例とも％REMは正常であった。乳
児期良性ミオクロニ干てんかんの2例においては頻回のミ
オクロニーにもかかわらず％REMの平均は20，5％と比較
的正常に保たれていた。
結論：重症てんかんにおいて認められる％REMの減
少はと認嵐痙攣性及び非痙攣性発作の直接的影響が大
きいと考えられた。
　Wrist　cuttingによる自殺企図、
あるいは自傷行為は近年増加が指摘されており臨
床において注目に値する。我々は20自験例につい
て、その動機、精神状態、臨床診断などを通じて、
若干の検討を行いこれを報告する。
　症例は東京医大霞ケ浦病院における外来及び入
院患者でWrist　cuttingを認め精神
科が関与した20自験例である。我々は、性別ごと
に年齢順に並べ、Wrist　cuttingに
使用した用具、自傷の部位、回数、その動機また
はそのときの精神状態、臨床診断について、傾向
を分析した。さらにそれらを幾つかのカテゴリー
に分け、評価してみた。以前の報告では、ヒステ
リー群、抑うっ群、青年期の行動異常群などに分
類し評価されてきたが、我々は摂食障害などを伴
う青年期の行動異常群をヒステリー群とともに神
経症群としてあつかい、神経症群、分裂病群、抑
うつ群の3群に分け、性別、年齢による差異を検
討した。その結果次の傾向が認められた。
　1）神経症群が最も多く、次いで分裂病群、抑
うっ群の順であった。年齢が若い程この傾向はつ
よい。
　2）神経症群においては、若年者では、摂食障
害などの行動異常を伴うものが多く、逆に年齢を
経るにしたがって男女関係などに起因した心因反
応の占める割合が多くなる。これは女性において
顕著である。
　3）神経症群が演技的なWrist　cutt
ingが多いのに比して、分裂病群、抑うっ群で
は傷も深く、生命に危険を及ぼす場合が多い。こ
れは男性に特徴的である。若くなるにしたがって、
その全体に占める割合が多くなる。その内訳をみ
ると若年者では摂食障害や登校拒否によるものが
多く特徴的であり、その他の神経症群は男女関係
のもつれなどによる心因反応が多かった。
（26）
